
CFOの小口です。2019年度第1四半期決算の概要について説明します。



今般、IFRS16号の適用によるリース資産のオンバランス化に伴い、四半期報告書及び
決算短信については2018年度の財務数値を一部修正しています。本資料については、
過去の数値との比較を容易にするため、2018年度の財務数値の修正は行っていませ
ん。
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今回の決算のハイライトはご覧のとおりです。

第1四半期の受注高、売上収益、事業利益は前年同期を上回っており、通期見通しに
対して、順調に進捗しています。
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受注高は、GTCC等が好調だったことにより、前年同期を431億円上回る7,502億円となり
ました。また、売上収益、事業利益、親会社の所有者に帰属する四半期利益、EBITDAに
ついても前年同期を上回りました。

フリーキャッシュフローについては、営業債務や契約負債の減少により、前年同期に対
して725億円の悪化となりましたが、当社が進めているバランスシートの改善、資産回転
率の向上という観点から見ると大きな問題はないと考えています。
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SpaceJet(MRJ)投資については、この第1四半期で331億円のキャッシュアウトがありま
した。そのうち、事業利益に対する影響額は54億円です。この差額は、バランスシート
に資産として計上しています。

通期で1,000億円をキャッシュアウトし、そのうち800億円を費用として処理する見通し
に変更はありません。
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受注高については、パワー、インダストリー＆社会基盤、航空・防衛・宇宙のいずれも前
年同期を上回っています。パワーについては、スチームパワーの減少をGTCCの増加で
補いました。

売上収益については、インダストリー＆社会基盤で減少していますが、これはターボチャ
ージャやエンジン、物流機器といった中量産品が昨年度に比べて低調だったことによる
ものです。航空・防衛・宇宙は概ね前年同期並みとなりました。

事業利益については、パワーは前年同期に対し59億円減益の192億円となりました。
GTCCは前年同期を上回る実績を上げていますが、原子力の進行基準適用工事の工事
進捗率が落ち込んだことによる影響などで、パワー全体では減益となっています。

インダストリー＆社会基盤は、商船や製鉄機械の損益が前年同期から改善しましたが、
中量産品の売上収益が低調だった影響もあり、わずかに減益となりました。

航空・防衛・宇宙は、SpaceJet(MRJ)投資の事業利益への影響額が減少したこと、民間航
空機Tier1事業が比較的堅調に推移したことなどから増益となりました。

6



第1四半期末のバランスシートの資産合計は5兆2,161億円となりました。前年度末から
733億円増加していますが、これまで簿外であったリース資産等を今般のIFRS16号適
用に伴い、資産計上したことによる影響が＋968億円含まれています。この影響を控除
すると実質的には前年度末から資産合計は減少しています。年度末から第1四半期に

かけて工事進捗に伴う棚卸資産等の増加が見られることから、当社の資産は増加す
る傾向にありますが、珍しく減少しているのは、これまで進めてきたバランスシートの改
善、効率化の成果と評価しています。

負債については、前述のとおり、営業債務、契約負債がいずれも前年度末から減少し
ています。これは、営業債務、契約負債が現金化し、流出したことを意味しますが、当
面の資金調達につきましては、コマーシャルペーパーを中心に進め、借入金は増やさ
ない方針です。

資本については、配当の実施やその他の包括利益の減少により、前年度末から減少
しています。その他の包括利益には、円高の進行による海外資産の評価差額や有価
証券等の下落による評価差額が計上されています。

なお、資料には記載していませんが、第1四半期のキャッシュ・コンバージョン・サイクル
は、37日となっており、前年同期よりも改善しています。
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自己資本比率は26.5％となりました。例年、第1四半期末時点では、低位で推移するこ
とから特段問題視していません。

有利子負債残高は8,556億円と前年度末比では1,905億円増加していますが、前年同
期は9,142億円であり、有利子負債の削減は進んでいます。

同じくDebt Equityレシオも前年同期の0.53から0.50へと低下しており、財務体質の改善
は引き続き進んでいると理解しています。

キャッシュフローの状況は記載のとおりです。
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各セグメントの受注高の増減は、記載のとおりです。

受注残高は、ここ数年、売上収益が受注高を上回る状況が続いているため減少してい
ますが、今後3年間程度については十分な受注残高を確保していると認識しています。

なお、MHI Vestas Offshore Windが手掛ける洋上風車の受注残高を参考値として記載
しています。
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売上収益については、記載のとおりです。
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事業利益については、第1四半期はSpaceJet(MRJ)投資の減損がなかったこともあり大
きく改善しています。その他の要素についてはP6での説明のとおりです。
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前年同期との比較では、円高の進行による金融収支の悪化が見られますが、基礎的
な収益力は改善傾向にあります。総じて、第1四半期の実績は通期の計画に対して、
順調に進捗していると評価しています。

これらを踏まえて、受注高4兆3,000億円、売上収益4兆3,000億円、事業利益2,200億
円、純利益1,100億円、EBITDA3,500億円、フリーキャッシュフロー500億円という通期の
見通し及び期首に公表した配当額に変更はありません。

以上で2019年度第1四半期決算の説明を終わります。
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